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呼吸器感染症 に対するbiapenemの 臨床的検討
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Biapenem(BIPM)を 呼 吸器 感 染 症19例(肺 炎12例,肺 化 膿 症2例,急 性気 管支 炎2例,下

気 道感 染症3例)に 使 用 した。判 定不 能 の4例 を除外 した15例 中,著 効2例,有 効11例,無

効2例 で有 効率 は86.7%で あった。細菌学的効果 では,Staphylococcus aureus 1株はXanthomonas

maltophiliaへ菌 交代 したが,Streptococcus pneumoniae 1株 とAcinetobacter calcoaceticus 2株 は 除

菌 され た。

副 作 用 では,本 剤 に よ る と思 われ る下痢 が1例 にみ られ たが,便 培養 に て有 意 な細 菌 を

検 出せ ず対 症療 法 で 改善 した。 臨 床検 査 の 異常 では,投 与後 に 好酸 球 の 上昇1例,LDHの

上昇1例,G0T・GPT・Al-p・ γ-GTPの 上 昇1例,白 血 球 減 少1例 が 認 め られた が,特 に処

置 を必 要 と しなか っ た。

Key words: Biapenem,呼 吸 器 感 染症,臨 床 的検 討

Biapenem(BIPM)は 日本レダリー社で開発されたカル

バペネム系注射剤である。カルバペネム系抗生物質は,

β-ラクタム系抗生物質の中でも特に強い抗菌力と広範

な抗菌スペクトラムを有しているが,デ ヒドロペプチ

ダーゼIに 不安定なため合剤で投与が必要なことや,

腎や中枢神経系に対する毒性の問題がある。本剤は腎

デヒドロペプチダーゼIに 極めて安定で酵素阻害剤の

併用を必要とせず,中 枢神経系に対する作用もより少

なくなっている1)。

上記特長を有する本剤を各種呼吸器感染症19例 に投

与し,臨 床効果,細 菌学的効果,安 全性について検討

した。

対象は1991年10月 から1992年6月 までに名古屋市立

大学第一内科および関連病院である名古屋市厚生院内

科,NTT東 海総合病院内科,名 古屋市立東市民病院内

科,旭 労災病院内科に入院し,試 験参加の同意を得た

19例である。男性12例,女1生7例 で年齢は33～86歳(平

均65.2歳)で ある。疾患の内訳は肺炎12例,肺 化膿症

2例,急 性気管支炎2例,肺 気腫の二次感染1例,慢 性

気管支炎1例,下 気道感染症1例 であり,マ イコプラズ

マの抗体価上昇を認めた肺炎の2例 と,後 に肺結核と判

明した1例,基 礎疾患の脳梗塞が悪化 し,呼 吸抑制をき

たした1例 を除いた15例 を効果判定対象 とした。副作

用は基礎疾患が重篤化した1例 を除き,臨 床検査値異常

の検討は全例を対象とした。投与量および投与方法は,

150～300mgを1日2回,各 種電解質溶液100～250mlに
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Table 1-1. Clinical and bacteriological effects of biapenem
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Table 1-2. Clinical and bacteriological effects of biapenem

*respiratory tract infection

Table 2. Clinical results of biapenem treatment

*Excellent+Good/(No. of cases)

溶解 し,30～60分 で 点滴静 注 した。投与 日数 は4～16日

間(平均106日),総 投 与量 は2.4～9。39(平 均5,09)で あ

った。効果 判定基 準 は,本 剤 投与 開 始後 きわ め て速 や

かに症状 の改善 を認め,投 与 中止後 も症状 の再 燃 を認

めない場合 を著効,本 剤 投 与 開始後 明 らか に症状 の改

善を認め た場 合 を有効,本 剤投 与後 症状 の改 善傾 向 を

認めた場合,あ るいは本剤投与後明らかに症状の改善

を認めても,投 与中止後症状の再燃を認めた場合をや

や有効,本 剤投与によって症状の改善を認めない場合

を無効 と判定した。各症例の概要をTable1に 示 した。

本剤の臨床効果のまとめをTable2に 示した。肺炎10

例は著効2例,有 効7例,無 効1例 であり,有 効率は
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Table 3. Bacteriological response of isolated organisms to biapenem therapy

* Eradicated strains/(No . of strains-No. of unknown strains)

Table 4. Laboratory findings in cases treated with biapenem

B: before A: after
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90%で あ った。 肺化 膿症 の2例 は,1例 有効,1例 無効

であった。急性 気管 支炎,慢 性 気 管支 炎,肺 気腫 の急

性増悪の各1例 はすべ て有 効で あ った。 以上,BIPMの

呼吸器感染症 の治療 成績 は,著 効2例,有 効11例,無

効2例,判 定不能4例 で,有 効 以上 の有 効率 は86コ%で

あった。細菌学 的効果 はTable3に 示 した。Smms1株

はX.malthophiliaへ菌 交代 したが.S.pneumoniae 1株 とA.

calcoaceticus 2株 は除菌 され,除 菌率 は100%で あ った。

副作用 では,本 剤 に よる と思 われ る下痢 が1例(症 例

16)にみられ たが,便 培 養 にて有意 な細菌 を検 出せ ず対

症 療法 で改 善 した。 臨床 検査 の 異常 で は,投 与後 に好

酸球 の 上昇1例,LDHの 上昇1例,GOT・GPT・Al-P・

γ-GTPの 上昇1例,白 血球 減少1例 が 認め られ た。 し

か し,そ の 異常 に特 に処 置 を必要 としなか った(Table

4)。

以上 の成 績か ら,BIPMは 嘲 吸器感 染症 の治療薬 と し

て きわめ て有用 であ る と考 え られ た。
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We investigated the efficacy and safety of biapenem(BIPM) in 19 patients with respiratory infec-

tions : 12 with pneumonia, 2 with lung abscess, 2 with acute bronchitis, 3 with lower respiratory tract

infection. Excluding 4 patients whose response was not assessable, clinical response was exellent in 2,

good in 11, poor in 2, giving an efficacy rate of 86.7% . Bacteriological assesement produced the

following results : one strain each of S. aureus, S. pneumoniae and two strains of A. calcoaceticus were

eradicated. As for adverse reaction, diarrhea in 1 case was observed.

With regard to abnormal laboratory findings, eosinocytosis and increased LDH and increased GOT-

GPT•EAl-p•EƒÁ-GTP and decreased WBC were noted in one case each.


